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再生医療用細胞の培養分野で活用
される技術。従来は、培養元となる細
胞の状態を調べる「細胞診断」の技
術が確立されていないことから、高品
質な細胞を安定して作ることは難しい
とされてきた。
同社の技術は、ビッグデータを解
析する「全遺伝子発現解析技術（培
養性能評価）」を応用。通常のバルク
（塊）状態の細胞分析には10万個以

上の細胞が必要なところ、同社が持つ
技術では、数千個でも正確に計測でき
るという。
再生医療用細胞を培
養するためには“原料”と
なる細胞の状態を診断
することで、条件に合っ
た培養液などの状態を
適切に選定できる。培養
途中の細胞の状態を計
測し、工程管理もするこ
とで、最終製品の品質
向上が図れる。
これにより、低コストで
大量の細胞が品質よく

効率よく生産できるようになるという。
團野宏樹CEOは「世の中にはまだ
治療法の見つかっていない病気が多
くあります。また、希少疾患のため開
発されない薬もあります。私たちの技
術で一人でも多くの人を救うことがで
きたら」と話している。

今後は、共同研究で得られたデータ
や知見をもとに、創薬ベンチャーや国
内外のバイオテック企業などとの事業
展開も進めていく。

同社は有害物質を一切使用せず、
オール無垢（むく）材にこだわった「ゼ
ロ宣言」の家づくりを進めている。壁も
クロスではなく漆喰（しっくい）を使用す
る。そうした家の住み心地は、1～2泊
程度、宿泊してもらわないと体感できな

いという。
「クルマでは試乗があるのに、住宅
では“試し住み”を聞きませんでした」と
古橋社長。コロナ禍で住宅展示場のよ
うな集客型ビジネスが変わってきたこ
とも理由という。

一方、体験型モデルハウスのオー
プンとともに、住宅・リフォーム事業
を新ブランド「SOLE LIVING」に
統一。関連部署を本社から展示場
隣接の新事務所に集約した。
■８割超がリピート、紹介
現在の年間施工件数は社内全
体で年間400～500。その8割超が
リピートや紹介によるもの。
同社の場合、顧客フォローを拡充

するために施工範囲を「半径15キ
ロ圏内」にあえて限定。徹底した地
域密着戦略を図るとともに、同社の
顧客や関係者を対象とした独自の

サポート制度「応援団」を運用してい
る。
同制度は年会費約1万円で、原則毎

月1回1時間以内でお客さんの生活を
サポートするもの。例えば、庭の草むしり
から清掃、電球交換などに出向く。材料
費などは別途負担だが、一人暮らしの
高齢者などに重宝されているという。
また、購入後の住宅は3年に一度、
無料で定期診断を実施。営業範囲を
限定して地域のお客さんを深掘りして
いることや、徹底したアフターフォロー
により、大手との差別化を図っている。

注文住宅の相陽建設（相模原市緑区西橋本、☎042・772・0021）は、JR
横浜線・矢部駅近くに“体験型”のモデルルームをオープンさせた。実際に宿泊体
験をしたうえで購入を決められる。これまでは住宅展示場の来場客に対して商品
の魅力を訴求していたが、「コロナ禍で消費者の購買行動が変わり、体験型に対
するニーズも出てきました」（古橋裕一社長）と、新しい販売方法を始めることに
なった。

相陽建設、消費者の購買行動変化に対応

ナレッジパレット、相次ぎ共同研究契約
再生医療用細胞、高品質で安定培養

宿泊体験できるモデルハウスオープン

再生医療関連ベンチャー、ナレッジパレット（川崎市川崎区殿町、☎044・223・
6215）が開発した「細胞培養の基盤技術」が注目されている。大企業や大学、研究
機関など10以上の団体と相次いで共同研究契約を締結。ノーベル賞科学者・山中伸
弥氏が理事長を務める「京都大学iPS細胞研究財団」とも共同研究を始めた。
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ポストコロナ時代

1年の間には、さまざまな行事やお祝
いが行われていますが、具体的にどんな
ものが、いつあるのか、よく分からない方
も多いのではないでしょうか。5月の行
事ですと、5日のこどもの日に「端午の
節句（たんごのせっく）」と呼ばれている、

伝統行事がありますよね。そこで、
今回は伝統行事の節句につい
て、よくあるご質問と合わせてご
紹介いたします。

◇　◇　◇
Ｑ.節句（せっく）って何ですか？
Ａ.節句とは、季節の節目にあたる日の
ことを言い、神様に無病息災、豊作、子孫
繁栄などを願って、その季節に合ったお
供え物をしたり、邪気をはらったりする
行事のことです。

節句は、中国から伝わった風習をもと
に、農作業の節目に行われていた日本古
来の風習と合わさることで、数多く生まれ
ました。
その後、日本文化や人々の生活に根付
いた習慣などにより、時代を経て徐 に々整
理されました。そして、江戸時代に式日
（祝日）と制定されていた特に重要な5つ
の節句が「五節句」として、現在でも日本
の伝統行事、伝統文化として継承されて
います。

Ｑ.五節句（ごせっく）って何ですか？
Ａ.日本の季節の節目に行われる年中
行事として伝わっている5つの節句の総
称です。
それぞれの節句の日付と、名称、別名
についてご紹介いたします。

①1月7日「人日（じんじつ）の節句」
　（七草の節句）
②3月3日「上巳（じょうし）の節句」
　（桃の節句）
③5月5日「端午（たんご）の節句」

　（菖蒲の節句）
④7月7日「七夕（しちせき）の節句」
　（笹の節句）
⑤9月9日「重陽（ちょうよう）の節句」

　　（菊の節句）
四季のある日本の伝統文化としての
意味や由来を知ると、年中行事もより身
近に感じますよね。次回は五節句の由
来や風習などを詳しくご紹介いたします。
今回も参考にしていただければ幸いで
す。� （fami友葬・清水ふじ代）

社長さんが知っておきたい社長さんが知っておきたい
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